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1. はじめに 

コンピュータの利用には二つの目的がある。一つ

は、情報機器を利用して効果的な教科教育を行うこ

とであり、もう一つは、情報活用能力を育成するこ

とである（文部科学省 2002）。 

新しい学習指導要領の施行に合わせて、新しい教

科書が発行されており、高等学校の英語については、

平成 16 年度に全ての科目の新しい教科書が出揃っ

た。本稿では、これらの教科書に記載されているコ

ンピュータ関連事項を調査し、英語教育と情報教育

の二つの観点から英語の授業におけるコンピュータ

の利用について考察する。 

 

2. 教科書調査 

2.1. 調査方法 

 新学習指導要領に基づいて編集された高等学校の

英語の教科書のうち、平成 16 年度の採択数上位の教

科書を調査の対象とした。6科目各 3点、合計 18 点

について、全ページに目を通し、コンピュータ関連

の事項を拾い上げた。 

 

3. 調査結果 

調査結果は表 1 のとおりである。科目の目的、教

科書執筆者の方針などによって取り上げ方に差があ

り、最も多いものには数箇所あるが、オーラル・コ

ミュニケーションⅠ（OCⅠ）には全くなかった１。 

内容としては、電子メールとインターネットに関

するものがほとんどで、英語の電子メールやホーム

ページを読んで問題に答えたり、電子メールの返事

を書いたり、ホームページを作成したりするものな

どがあった。 

ただし、コンピュータ関連事項であっても、その

多くはコンピュータを必ず利用しなければならない

ものではなかった。ホームページのほとんどは実際

にインターネット上に存在するものではないので、

教員がコンピュータで実際に示すことはできないし、 

 

表１．教科書に記述されているコンピュータ関連事項（採択数上位の教科書） 

OCⅠ OCⅡ 英語Ⅰ 英語Ⅱ ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞ ﾗｲﾃｨﾝｸﾞ 
コンピュータ関連事項 

a b c a b c a b c a b c a b c a b c

電子メールが提示されて
いる 

   ○ ○   ○     ○   ○ ○ ○

電子メールが話題として
取り上げられている 

   ○  ○    ○  ○    ○   

電子メールを書くタスク
がある 

   ○ ○           ○ ○ ○

電
子
メ
ー
ル 

電子メールについて考え
るタスクがある 

     ○             

ホームページが提示され
ている 

   ○   ○  ○  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

インターネットが話題と
して取り上げられている 

   ○  ○      ○    ○  ○

インターネット検索のタ
スクがある 

    ○              

ホームページ作成のタス
クがある 

          ○     ○ ○  

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト 

インターネットについて
考えるタスクがある 

     ○             

その他                ○  ○

 



ホームページや電子メールの作成も鉛筆と紙での作

文で済ませられるものが多かった。また、単に話題

としてコンピュータが取り上げられているだけのも

のも多かった。つまり、コンピュータを全く利用し

なくても済むものがほとんどであった。 

 

4. 考察 

 2005 年度末までには、普通教室にも教員用、生徒

用各 1 台のコンピュータが整備され、すべての授業

でコンピュータを利用することができる予定である。

一方、コンピュータ教室の整備も進み、2003 年 3 月

末現在、１校当たり平均 1.8 室のコンピュータ教室

が設置されており、情報以外の教科でコンピュータ

教室を利用することが可能である（文部科学省 

2003）。つまり、通常は普通教室で教員、生徒が各１

台利用し、必要に応じてコンピュータ教室に移動し

て生徒全員が利用するという形態が考えられる。 

 教科書に沿ってコンピュータを最大限利用すると

なると、図１のような教室の利用が想定できる。し

かし、これではコンピュータを英語学習に十分に役

立てているとはいえないし、情報教育の一役を担っ

ているともいい難い。コンピュータを整備した目的

とは大きなギャップがある。 

例えば、外国の文化など言葉だけでは説明しにく

いものを、インターネットの画像、映像などを利用

して教員が説明したり、生徒に作文をワープロで行

わせたりするなど、教科書に明記されていないこと

でも、コンピュータの活用を考え、積極的に利用す

る必要がある。 

 

5. 結論 

普通教室では、チョークをかぶったオーバーヘッ

ド・プロジェクターに代わってコンピュータが設置

される一方、使い方のわからなくなった LL 教室の代

わりにコンピュータ教室が整備されてゆく。今回の

コンピュータの整備が無駄にならないためには、教

科書に記述されていることを行うだけでは不十分で

あり、コンピュータを活用するための教材、指導方

法を教員に提供していくことが不可欠である。 

 

注 

1. ほかの OCⅠの教科書には、コンピュータ関連事

項が記述されているものがある（入江 2004）。 
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図１. 教科書のコンピュータ関連事項の実践 

普通教室 コンピュータ教室 

教員または生徒の代表が 

• 電子メールを紹介する 

• 電子メールを書いて送る 

• インターネットで検索する 

• ホームページを紹介する 

• ホームページを作成する 

生徒が一人またはグループで 

• 電子メールを書いて送る 

• インターネットで検索する 

• ホームページを作成する 

 


